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【ライフスタイルプロジェクト研究】
特別研究会報告要旨（2004年 10月 20日）

市民参加型農業とグリーン･ツーリズムの接点

（明治大学）竹本　田持
（（財）農政調査委員会）長濱健一郎

１．地域ぐるみのグリーン･ツーリズムの展開
方向――事例調査から――（竹本報告）
本報告では，いわゆる熟年者を対象に行っ

たグリーン・ツーリズム（以下，GT）に関す
るアンケート調査，および GT 受け入れ側の
現地調査を基に，中高年者における GT の現
状と今後の展望が示された。

熟年者がグリーン･ツーリズムの重要な主体
として注目され始めた時期は，それほど過去
に遡るわけではない。現代の熟年者における
GT は，我が国が長寿社会に突入する中で高
齢者が以前にも増して元気になったことや社
会全体の低成長を背景に，じっくり農村の良
さを感じる旅，すなわち，農村の地域らしさ
やおもてなしを重視し，意欲的・活動的な旅
にその重心が移ってきた。一方で，熟年者に
は身体的な衰えに応じたユニバーサル・デザ
インの充実が必要であり，特に食事に関して
は健康面への配慮が若年層にも増して求めら
れている。

報告は，かつての過疎地域における都市農
村交流と今日のグリーン･ツーリズムの異同を
明らかにしている。1980 年代前半にみる都市
農村交流は，自らの生き方を過疎地の「農」
に求め，「生活革命の場」や「創作の場」を求
める人々がいた反面，一泊二日の保養やレク
リエーション的な旅行まで，様々な形の交流
が百花斉放の状況であった。しかし，そこで
過疎地が直面したものは，「サービスに疲れた
農村」であり「経済的メリットのない交流」
であった。

これに対して，今日の GT は，農業または
農外の「所得確保」を目指す“経済的目的”
と，「精神的充足感」を目指す“非経済的目的”
とが交錯しており，そのどちらにどの程度の
重きを置くかで性格の異なる GT が混在して
いる。農村における GT には，ビジネス的な
視点を導入しつつあるものが増えているし，
またそうなるべきであると論じてきた報告者
だが，本報告では熟年者層の GT の評価に，
また一つ別の尺度が必要な可能性があるとい
う認識を示した。

２．都市的地域における市民参加型農業
――その展開と可能性――（長濱報告）
本報告は，首都圏における都市住民の農業

への関わり方を事例分析したうえで，市民参
加方式による農業生産の意義や可能性を探り，
今後の農地制度のあり方を検討するものであ
る。

事例として取り上げられたのは，①経営主
の指導のもとで区分された農地で市民が農業
生産に従事し，収穫物を経営主から買い取る

「農業体験農園」（東京都国分寺市や練馬区な
ど），②農業講習を受けたボランティアが農家
に派遣され，農作業に従事する「援農ボラン
ティア活動」（東京都），③地元農産物を活用
する学校給食を通じた「食農教育」（東京都日
野市など），④市民・農民が共同で出資した農
業生産法人「青空農園」（神奈川県相模原市）
である。

上記の①・②では農作業を通じて市民と農
家との交流が図られ，さらに④では市民が農
業経営へ参画する。また，③は地元からの食
材提供を通して，子供達やその親達が農業生
産の現場を学ぶことを目的としている。いず
れの事例も市民が接するのは「農」ではなく，
食料生産を行う「農業」生産活動である。こ
れらの取り組みによって，市民は農業生産へ
の認識を高めることができ，一方の農家は都
市部での生産活動に不可欠な地域の理解を得
ることが可能となる。つまり，「農業」を基軸
にした市民と農民との協力関係が重要である
ことを示している。

以上の取り組みの背景にあるのは，都市住
民のニーズが趣味的な「農」との接触から，
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本格的な「農業」への関与に変化しているこ
とである。農業生産の振興を市民とともに図
ることは，プロ農家への農地集積とその周辺
農地の管理（資源管理）を進めるうえで意義
がある。ただし，市民による農業参入を農地
法の耕作者主義にどのように位置づけるのか
という根本的な問題を今後は解決していかね
ばならない。

（文責：鈴村源太郎，江川　章）

【先駆者・支援プロジェクト研究】
特別研究会報告要旨（2004年 10月 28日）

ドイツにおける環境保全型農業の
取組みの現状と展望

（ボン大学有機農業研究所）

グィド・ハース

物質循環よりみた環境保全型農業のあり方
――日独の比較より――

（東京農工大学）木村 園子 ドロテア

化学肥料をはじめとする人為的窒素生産が
増加する中で，窒素循環が環境に与える影響
は地球的な問題となっている。本年10月に中
国・南京市で開催された第３回国際窒素会議
においても，窒素の環境負荷に対する適切な
管理についての宣言が採択された。

日本での農業生態系における窒素循環の問
題は，堆肥として利用されない人畜糞尿によ
る廃棄窒素の循環がない一方で，化学肥料，
購入飼料等による余剰窒素が発生しているこ
とである。その結果が，地表水の富栄養化や
大気中のアンモニア増加につながっている。
このため窒素循環を地域レベルのサイクルで
考え，窒素購入量の制限，耕種農家と畜産農
家間の連携等が重要である。

一方，ドイツでは，日本と異なり，個々の
農場の中で窒素循環が完結して農業が営まれ
てきた。また，環境保全型農業（生態的農業）
は，単に化学肥料を使わないというだけでは

なく，栄養とエネルギーを含めた閉鎖循環を
意味している。

EU では，農業は GDP の 1 ％しか占めてい
ないが，面積の半分以上を農地が占めており，
農業が環境に大きな影響を与えると認識され
ている。特に，地下水の汚染は大きな問題で
あり，農家は様々な規制を課されるようにな
っている。

EU の規則では，有機農業は使用する種子
や除草剤の制限，化学肥料，成長ホルモン，
抗生物質，GMO の使用禁止等が厳格に規制
されており，作物生産，畜産，食品加工，認
証および管理・検査システムの各々について
のガイドラインが定められており，有機農業
に対する奨励金も支払われている。

EU の基準を満たした有機農産物には農業
団体等の認証に基づくラベルが貼付され，高
価ではあるがそれを求める固有の市場を形成
している。

ドイツの農業は，①慣行農業・ GAP 農
業・主流農業，②持続可能農業・総合農業，
③有機農業の三つのカテゴリに分けられるが，
前二者は確固とした定義がなく，慣行農業で
も環境保全対策が取り入れられるようになっ
たため，その違いはなくなりつつある。しか
し，有機農業（＝生態的農業，生物的農業）
は，これらとは明確に区別されている。

地力を保持しつつ，可能な限り閉鎖系シス
テムの中で地域資源を有効利用し，自然と調
和しながら営まれるのが有機農業である。し
たがって，有機農業は，単に高品質の作物を
生産するということのみならず，その地域に
おける自然・水質保護，レクリエーション，
景観，さらには動物の福祉等の面で大きな役
割を果たすものである。

ドイツでの有機農業は近年急速に拡大して
きており，現在，全耕地面積の 4.4 ％，16,500
農場に達している。2001 年初頭に就任したキ
ュナスト連邦消費者保護・食料・農業省大臣
は，有機農業は，環境に好影響を与え，農家
に有機食品市場での収入の可能性を提供し，
農村地域の発展に好影響を与えることから，
2010 年までに有機農業面積の割合を 20 ％ま
で伸ばすことを政策目標の一つに掲げるなど，
その拡大に取り組んでいる。




